
特集 千五百万年の旅! 新城の奇岩名勝
市政番組のナビゲーターがかわります

パブリックコメントのお知らせ

確定申告・市県民税の申告が始まります

広報モニターを募集します

ほのか診察室「特定健診における臨床検査項目の見方・考え方」

エコとぴっくす「可燃ごみの搬入検査を行いました」

http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail  info@city.shinshiro.lg.jp

北剱連によるよさこい踊り
ほ く ぎ れ ん

き 　 が ん 　め い し ょ う
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No.40
2月

今月の人口
平成21年1月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比
　の合計と異動事由の集計が一致しない
　月もあります。

総人口… 51,565人（－24）

男……… 25,340人 （－11）

女……… 26,225人（－13）

世帯数…………16,488世帯

夜間診療所 緊 急 医

休 日 診 療 所
夜 間 診 療 所

出生……34人

死亡……51人

転入……76人

転出……85人

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

2月　1日（日）・　8日（日）

　　11日（祝）・15日（日）

　　22日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊急医（午後7時～午後11時）

荻野医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

今泉医院

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

宮本病院

織田医院

中根医院

米田内科

くまがい医院

のだクリニック

内山医院

茶臼山厚生病院

緑が丘診療所

静巌堂医院

西新町内科整形外科外科医院

中村医院

茶臼山厚生病院

ほうらいクリニック

星野病院

あいきょうクリニック

村松内科

ちさと医院

高木内科医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

今泉病院

（長篠）

（緑が丘）

（大野田）

（玖老勢）

( 本町 )

( 川路 )

( 海老 )

(下吉田)

（本町）

（平井）

( 富永 )

（中市場）

( 平井 )

( 富沢 )

(緑が丘)

（副川）

(東新町)

（的場）

( 富沢 )

( 大野 )

( 大野 )

(大野田)

（東新町）

（杉山）

( 栄町 )

（副川）

（長篠）

( 栄町 )

内科、小児科

診 療 時 間

午後8時～午後11時

（受付／午後7時30分～午後10時30分）

開　設　日

月、火、金、土曜日（祝日は除く）

休　診　日

水、木、日曜日、国民の祝日

および年末年始

開 設 場 所

新城市夜間診療所

新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

☎24-1161

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

6

22

25

金

日

水

夜

昼

夜

24 火 夜

17 火 夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金
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内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

住宅

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

新城市夜間診療所位置図

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　【開】作手開発センター

体育室親子無料開放
（午後）【青】

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

建国記念の日

確定申告（～3月16日）

住民税申告

黒沢田楽（七郷一色）

情報セキュリティの日

生活習慣病予防週間（～7日）

特別貸出期間（～24日）【文】（図）

特別館内整理休館
（～3月6日）【文】（図）

節分

立春
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日
ご
ろ
私
た
ち
が
眺
め
て
い
る
山
や
川
、

そ
れ
ら
は
地
球
の
長
い
歴
史
の
中
で
形
成
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
少
し
だ
け
日
常
を
離
れ
て
、
何
億
年
と
い

う
長
い
時
の
流
れ
に
身
を
ひ
た
す
と
き
、
自

分
の
存
在
の
不
思
議
さ
に
胸
が
と
き
め
き
ま

す
。

　
今
か
ら
１

,
５
０
０
万
年
前
、
奥
三
河
地

方
に
は
３,
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
大
火
山
、

設
楽
火
山
（
通
称
）
が
存
在
し
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
月
日
を

経
て
、
こ
の
火
山
は
浸
食
さ
れ
、
鳳
来
寺
山
、

明
神
山
、
宇
連
山
な
ど
の
奥
三
河
を
代
表
す

る
山
々
と
な
り
ま
し
た
。

 
今
、
設
楽
火
山
の
雄
姿
を
眺
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
名
残
と
し
て
奥
三
河

各
地
に
は
、
設
楽
火
山
由
来
の
岩
山
、
巨
岩

が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
火
山
灰
が
降
り
積
も
り
固
ま
っ
て
で
き
た

白
っ
ぽ
い
凝
灰
岩
か
ら
な
る
乳
岩
、
ま
だ
地

下
に
あ
っ
た
マ
グ
マ
が
冷
え
て
固
ま
り
、
長

年
に
わ
た
る
風
雨
の
浸
食
に
よ
っ
て
地
表
に

現
わ
れ
た
馬
背
岩
、
巨
大
な
石
の
岩
壁
か
ら

な
る
鳳
来
寺
山
の
鏡
岩
な
ど
、
市
内
に
は
全

国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
奇
岩
地
形
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

舟着山から宇連山、鳳来寺山方面をのぞむ写真と設楽火山（通称）のイメージ図

き

　

 

が

ん

め

い

し

ょ

う

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

み
ょ
う
じ
ん
さ
ん

う
　
れ
　
さ

ん

ち
　
い
わ

う

ま

の

せ

い

わ

か
が
み
い
わ
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特集「千五百万年の旅! 新城の奇岩」3～7ページの記事は、市民編集委員横山良哲さんからの資料提供によるものです。

①乳岩と乳岩峡（川合地内）③鳳来寺山の鏡岩（門谷地内） ②馬背岩（豊岡地内）

　
乳
岩
や
鳳
来
湖
周
辺
の
白
っ
ぽ
い
岩
は
、

火
山
灰
や
火
山
レ
キ
が
降
り
積
も
っ
て
で
き

た
凝
灰
岩
で
す
。

　
乳
岩
を
代
表
す
る
大
き
な
洞
窟
は
、
巨
大

な
岩
の
塊
が
ぽ
か
っ
と
割
れ
て
ず
れ
、
そ
の

ず
れ
た
部
分
が
、
雨
や
風
で
風
化
し
て
え
ぐ

れ
た
も
の
で
す
。

　
洞
窟
の
中
に
は
石
仏
が
安
置
さ
れ
、
天
井

か
ら
は
、
乳
岩
の
名
前
の
起
こ
り
と
な
っ
た

お
わ
ん
型
の
鍾
乳
石
が
垂
れ
下
が
り
、
辺
り

一
面
、
荘
厳
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
乳
岩
周
辺
の
岩
山
は
、
岩
登
り
に
最

適
で
す
。
各
地
か
ら
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
が

岩
登
り
を
楽
し
み
に
来
ま
す
。

乳
岩
の
由
来

　
洞
窟
内
に
あ
る
、
お
わ
ん
型
の
鍾
乳
石
が

女
性
の
乳
房
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乳
岩

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

鳳
来
寺
山（
標
高

６９５
メ
ー
ト
ル
）

　
秋
の
も
み
じ
ま
つ
り
や
1,425
段

の
石
段
で
知
ら
れ
る
鳳
来
寺
山

に
は
、
日
本
三
大
東
照
宮
の
一

つ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
鳳
来
山

東
照
宮
、
鳳
来
寺
仁
王
門
な
ど

の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
設
楽
火
山
の
火
砕
流
が
溶
け

た
り
溶
け
か
か
っ
た
り
し
て
で

き
た
岩
の
山
な
の
で
、
鏡
岩
を

は
じ
め
と
す
る
奇
岩
名
勝
も
多

く
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

明
神
山
（
標
高

1,016
メ
ー
ト
ル
）

　
市
内
で
一
番
高
い
山
を
ご
存

知
で
す
か
。
明
神
山
は
、
市
内

で
唯
一
1,000
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

山
。
市
内
の
最
高
峰
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
鳳
来
寺
山
の
よ
う
に
気
軽
に

登
山
で
き
る
山
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
山
頂
か
ら
眺
め
る
鳳
来

湖
の
眺
め
は
絶
景
で
す
。

　
乳
岩
方
面
、
東
栄
町
方
面
と

い
く
つ
か
の
登
山
口
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

宇
連
山（
標
高
929
メ
ー
ト
ル
）

　
県
民
の
森
の
奥
に
あ
る
宇
連

山
は
、
ホ
ソ
バ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

群
生
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
４
月

下
旬
か
ら
５
月
に
か
け
て
花
が

各
所
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
岩
が
露
出
し
た
尾
根
道
が
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
見
ら
れ
、
山
頂
は

大
き
な
岩
の
上
に
あ
り
ま
す
。

　
山
頂
で
は
、
北
東
か
ら
南
東

に
か
け
て
素
晴
ら
し
い
眺
め
が

の
ぞ
め
ま
す
。

棚
山
（
標
高
760
メ
ー
ト
ル
）

　
棚
山
は
、
か
つ
て
キ
ャ
ン
プ

場
が
あ
っ
た
棚
山
高
原
の
一
角

に
あ
る
、
比
較
的
平
ら
な
山
頂

を
持
つ
山
で
す
。
笹
に
囲
ま
れ

た
山
頂
の
直
下
に
は
、
山
肌
に

そ
そ
り
立
つ
瀬
戸
岩
が
あ
り
ま

す
。
瀬
戸
岩
か
ら
は
玖
老
勢
方

面
が
一
望
で
き
ま
す
。

　
車
で
棚
山
高
原
近
く
ま
で
行

け
る
た
め
、
気
軽
に
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
る
山
の
一
つ
で
す
。

　
火
山
に
は
、
山
頂
に
丸
い
穴
が
あ
り
そ
こ

か
ら
溶
岩
が
あ
ふ
れ
出
す
。
そ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
溶
岩
が
丸
い
穴
を
通
る
の
は
地

表
付
近
だ
け
、
溶
岩
は
、
地
下
か
ら
大
地
の

ひ
び
割
れ
を
満
た
し
な
が
ら
、
広
く
、
薄
く
、

せ
ん
べ
い
の
よ
う
な
形
で
上
昇
し
て
き
ま
す
。

馬
背
岩
は
、
そ
の
よ
う
な
地
下
の
溶
岩
が
地

表
に
あ
ふ
れ
出
る
こ
と
な
く
、
地
下
で
そ
の

ま
ま
冷
え
て
固
ま
り
が
、
長
年
の
風
雨
に
よ

っ
て
ま
わ
り
の
や
わ
ら
か
い
岩
や
土
が
取
り

払
わ
れ
、
地
表
に
表
わ
れ
た
も
の
で
す
。

馬
背
岩
の
由
来

　
宇
連
川
の
中
央
部
に
突
出
し
た
そ
の
形
が

馬
の
背
の
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
馬
背

岩
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
水
蒸
気
を
多
く
含
む
火
砕
流
は
、
マ
グ
マ

よ
り
低
い
温
度
で
再
び
溶
け
ま
す
が
、
間
も

な
く
冷
え
て
ガ
ラ
ス
質
の
岩
の
塊
に
な
り
ま

す
。

　
鳳
来
寺
山
の
鏡
岩
は
、
火
山
の
山
裾
に
で

き
た
火
砕
流
の
塊
が
、
長
年
の
浸
食
に
よ
っ

て
洗
い
出
さ
れ
た
特
異
な
奇
岩
地
形
で
す
。

　
岩
の
真
下
の
鐘
楼
と
一
面
に
広
が
る
鏡
岩

の
風
景
は
、
鳳
来
寺
山
を
代
表
す
る
風
景
の

一
つ
で
す
。
山
に
響
き
渡
る
コ
ノ
ハ
ズ
ク（
声

の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
）の
鳴
き
声
な
ど
、
音
響

効
果
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

鏡
岩
の
由
来

　
か
つ
て
鏡
に
姿
を
う
つ
し
、
厄
払
い
の
た

め
そ
の
鏡
を
鏡
岩
の
岩
壁
の
上
か
ら
投
げ
捨

て
る
風
習
が
あ
り
、
そ
れ
が
鏡
岩
の
由
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑤鳳来湖の上臈岩（川合地内） ④槙原駅の大岩壁（能登瀬地内）

　
飯
田
線
三
河
槙
原
駅
か
ら
は
、
駅
に
お
お

い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
屹
立
す
る
大
岩
壁
が
見

渡
せ
ま
す
。

　
こ
の
岩
壁
は
、
流
紋
岩
と
呼
ば
れ
る
溶
岩

の
岩
脈
の
一
部
が
、
風
化
よ
っ
て
地
上
に
表

わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
流
紋
岩
の
岩
脈
は

南
北
に
け
わ
し
い
尾
根
を
つ
く
り
な
が
ら
、

山
中
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
続
い
て
い
ま
す
。

宇
連
川
は
こ
の
岩
脈
の
狭
間
を
流
れ
、
差
し

迫
る
岩
の
渓
谷
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
19
年
、
長
篠
の
豪
商
、
望
月
喜
平
次

さ
ん
が
ト
ン
ネ
ル
を
う
が
つ
ま
で
、
こ
の
岩

壁
は
宇
連
川
す
じ
最
大
の
難
所
と
し
て
往
来

の
人
を
苦
し
め
ま
し
た
。

望
月
街
道
と
槙
原
駅
の
大
岩
壁

　
明
治
19
年
、
９
年
の
歳
月
を
か
け
、
望
月

喜
平
次
さ
ん
が
宇
連
川
右
岸
に
開
通
さ
せ
た

道
路
を
望
月
街
道
と
い
い
ま
す
。
長
篠
か
ら

川
合
ま
で
の
全
区
間
で
槙
原
駅
の
大
岩
壁
は

最
大
の
難
所
で
し
た
。
ノ
ミ
や
ツ
ル
ハ
シ
も

は
ね
か
え
す
固
い
岩
盤
に
ト
ン
ネ
ル
を
開
削

す
る
た
め
、
当
時
貴
重
な
火
薬
を
多
用
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
開
削
さ
れ
た
槙
原
ト
ン
ネ
ル
は
、

そ
の
後
、
若
干
幅
を
広
げ
て
今
も
地
域
の
重

要
な
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
連
ダ
ム
か
ら
鳳
来
湖
を
眺
め
る
と
、
白
い

岩
壁
が
湖
の
向
こ
う
に
そ
び
え
立
つ
姿
が
見
え

ま
す
。

　
こ
の
岩
は
均
質
な
凝
灰
岩
で
、
垂
直
方
向
の

割
れ
目
が
発
達
し
て
い
る
た
め
、
岩
塊
が
は
が

れ
る
よ
う
に
割
れ
落
ち
垂
直
な
壁
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

瀬戸岩

よしあき

ち　　い わかがみ い わ う ま の せ い わま き は ら え き 　　　　 だ い が ん ぺ きじょう ろ う い わ ち　　い わ　きょう

ぎ
ょ
う
か

い

が

ん

ど

う

く

つ

か
　
さ
い

り
ゅ
う

し
ょ
う
ろ
う

や

ま

す

そ

り
ゅ
う
も
ん

が
ん

が

ん

か

い

も
ち
づ
き
　
き
　
へ
い
　
じ

き
つ
り

つ

ろ
　
し
ゅ
つ

か
い

さ
く

し
ょ
う
に
ゅ
う
せ
き

そ

う

ご

ん

か

も
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明
治
41
年
、
能
登
瀬
の
荻
野
家
に
生
ま
れ

た
豊
さ
ん
は
、
13
歳
で
画
家
を
め
ざ
し
、
浜

松
の
旅
芸
人
一
座
に
加
わ
り
背
景
画
を
手
掛

け
ま
す
。
そ
の
後
、
旅
芸
人
か
ら
傘
屋
の
小

僧
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
と
は
ほ
ど
遠
い
現
実
に
幻
滅
し
、
14

歳
で
豊
橋
の
土
木
会
社
に
入
社
。
鳳
来
寺
鉄

道
の
技
術
者
、
火
薬
取
扱
責
任
者
と
し
て
鉄

道
建
設
工
事
に
従
事
し
ま
す
。
現
場
で
の
経

験
を
も
と
に
19
歳
の
と
き
、
田
口
鉄
道
の
測

量
を
任
せ
ら
れ
、
24
歳
の
と
き
、
津
具
金
山

と
運
命
的
な
出
会
い
を
し
ま
す
。

　
津
具
金
山
の
金
鉱
脈
は
、
他
の
鉱
山
に
多

く
見
ら
れ
る
白
く
硬
い
石
英
脈
の
中
に
あ
る

と
い
う
よ
り
は
、
泥
の
よ
う
に
風
化
し
、
酸

化
し
た
金
属
鉱
床
の
な
か
に
非
常
に
微
細
な

形
で
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
多
く
の

先
人
た
ち
が
、
金
の
採
掘
を
手
掛
け
な
が
ら

も
、
こ
の
泥
の
中
の
金
を
発
見
で
き
ず
、
失

敗
の
憂
き
目
を
み
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
田
口
鉄
道
の
測
量
の
仕
事
に
打
ち

込
ん
で
い
た
豊
さ
ん
は
、
地
盤
に
興
味
を
持

ち
、
独
学
で
地
質
学
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し

た
。
昭
和
７
年
そ
れ
に
目
を
つ
け
た
鉱
山
会

社
の
招
き
に
応
じ
、
津
具
金
山
再
開
発
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
危
険
を
お
か
し
て
金
山
開
発
に
奔

走
し
、
先
人
た
ち
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
泥
の
中
の
微
細
な
金
を
発
見
し
、

昭
和
８
年
と
う
と
う
津
具
金
山
の
再
開
発
に

成
功
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
豊
橋
の
藤
城
家
に
養
子
に
入
り
、

姓
を
荻
野
か
ら
藤
城
に
変
え
、
地
元
企
業
の

役
員
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
。
鳳
来
寺

山
自
然
科
学
博
物
館
の
設
立
で
は
、
中
心
的

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
津
具
金
山
で
採
掘
し
た

貴
重
な
鉱
物
、
岩
石
、
化
石
、
資
料
を
同
博

物
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
津
具
金
山
開
発
当
時
、
豊
さ
ん
は
折
あ
る

ご
と
に
写
真
屋
に
坑
道
内
や
鉱
物
な
ど
の
写

真
を
撮
ら
せ
、
鉱
山
開
発
の
記
録
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
昭
和
54
年
に
は
、
こ
れ
ら
津
具

金
山
で
の
記
録
を
ま
と
め
、
「
津
具
金
山
史
」

を
記
し
、
津
具
金
山
の
貴
重
な
記
録
を
後
世

に
残
し
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
没
（
享
年
74
歳
）

安
山
岩

（
馬
背
岩
を
つ
く
る
岩
）

　
細
か
い
結
晶
や
ガ
ラ
ス
質
の

間
に
、
大
き
な
結
晶
が
散
在
す

る
よ
う
な
構
造
を
持
つ
溶
岩
が

固
ま
っ
て
で
き
た
岩
で
す
。
南

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
ア
ン
デ
ス
山

脈
に
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、
ア

ン
デ
ス
山
の
岩
と
い
う
意
味
の

安
山
岩
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

松
脂
岩
（
ピ
ッ
チ
ス
ト
ー
ン
）

（
鳳
来
寺
山
の
鏡
岩
を
つ
く
る
岩
）

　
火
砕
流
が
冷
え
て
固
ま
っ
た

ガ
ラ
ス
質
の
岩
で
す
。
名
前
の

由
来
は
、
割
れ
た
面
が
松
ヤ
ニ

の
断
面
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

凝
灰
岩

（
乳
岩
峡
を
つ
く
る
岩
）

　
火
山
灰
が
降
り
積
も
り
固
ま

っ
て
で
き
た
岩
で
す
。
名
前
の

由
来
は
、
灰
が
固
ま
っ
た
岩
と

い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

市
民
編
集
委
員
の
コ
メ
ン
ト

　
私
の
家
は
お
寺
だ
っ
た
の
で
、

父
親
に
連
れ
ら
れ
、
時
々
檀
家

の
法
事
に
伺
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
６
年
生
の
と
き
、
法

事
で
伺
っ
た
の
が
柿
原
喜
多
朗

先
生
の
お
宅
で
し
た
。

　
先
生
は
、
ヤ
ジ
リ
の
石
に
興

味
を
示
し
た
私
を
見
て
、
「
石

の
こ
と
は
教
え
て
あ
げ
る
か
ら
、

君
は
お
寺
の
仕
事
を
し
っ
か
り

や
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
先

生
は
そ
れ
か
ら
こ
と
あ
る
ご
と

に
私
を
石
の
勉
強
会
に
誘
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
私

は
石
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
当
時
の

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
書

い
て
み
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
近
く
の
山
へ
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
気
に
し
て
眺
め
て
み

れ
ば
、
新
城
の
か
け
が
え
の

な
い
自
然
を
再
認
識
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
か
つ
て
奥
三
河
に
火
山
を
つ
く
っ
た
マ

グ
マ
は
、
地
下
水
を
高
圧
高
温
の
熱
水
に

変
え
ま
し
た
。
こ
の
高
圧
高
温
の
熱
水
は

金
を
さ
え
も
溶
か
し
、
大
地
に
し
み
こ
み

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
熱
水
が
冷
え
て
く

る
と
岩
の
隙
間
に
そ
れ
ま
で
溶
か
し
て
い

た
金
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

津
具
村
（
現
設
楽
町
）
を
は
じ
め
、
設
楽
町

や
東
栄
町
な
ど
に
も
金
の
鉱
脈
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
津
具
の
金
山
は
、
昭
和
７
年
、
採
掘
に

成
功
し
、
昭
和
35
年
ご
ろ
ま
で
採
掘
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
津
具
の
金
山
の
成

功
に
刺
激
さ
れ
た
多
く
の
人
が
奥
三
河
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
金
山
の
夢
を
見
、
彼
ら

の
努
力
に
よ
っ
て
、
設
楽
町
や
東
栄
町
で

も
金
山
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
金
山
か
ら
多
く
の
金
が
産
出
す

る
こ
と
は
な
く
、
数
年
で
閉
鎖
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
東
栄
町
で
見
つ
か
っ
た
金
山

で
は
、
金
の
採
掘
を
阻
む
粘
土
が
、
実
は

セ
リ
サ
イ
ト
（
絹
雲
母
）
と
い
う
高
級
化

粧
品
の
大
切
な
原
料
と
分
か
り
、
今
で
は

金
で
は
な
く
、
こ
の
粘
土
の
採
掘
を
し
て

い
ま
す
。

　
鳳
来
寺
山
を
中
心
と
し
た
奥
三
河
の
動
植

物
、
岩
石
な
ど
の
標
本
が
豊
富
、
ぎ
ょ
っ
と

す
る
よ
う
な
動
物
の
標
本
か
ら
、
き
ら
き
ら

輝
く
宝
石
の
よ
う
な
鉱
物
標
本
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
の
自
然
を
知
る
た
め
に
は
最
適
の
博
物

館
で
す
。

料
　
　
金
　
高
校
生
以
上
　
210
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
100
円

営
業
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休

館

日
　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

　
　
　
　
　
翌
日
）
年
末
年
始
の
12
月
29
日

　
　
　
　
　
か
ら
１
月
３
日
ま
で
。

　
　
　
　
　
夏
休
み
期
間
と
11
月
は
無
休

※
３
月
29
日

（日）
ま
で
、
特
別
展
「
博
物
館
を

　
支
え
た
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
」
を
開
催

　
し
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
館
の
基

　
礎
を
築
き
、
支
え
て
き
た
先
達
の
ナ
チ
ュ

　
ラ
リ
ス
ト
た
ち
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

藤
城

豊
さ
ん
（
旧
姓

荻
野
）

　
愛
知
県
の
北
東
部
に
は
、
設
楽
層
群
と
呼

ば
れ
る
堆
積
岩
や
火
山
岩
が
分
布
し
、
地
質

は
多
彩
な
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

設
楽
層
群
の
南
東
部
を
西
南
日
本
を
縦
断
す

る
大
断
層
、
中
央
構
造
線
が
走
り
、
こ
の
地

方
は
地
質
学
の
研
究
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
魅

力
的
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
初
め
て
全
国
に
紹
介
し
た
の

は
、
明
治
10
年
、
乗
本
に
生
ま
れ
た
柿
原
明

十
さ
ん
で
す
。

　
明
十
さ
ん
は
、
八
名
高
等
小
学
校
の
教
師

を
し
て
い
た
時
、
東
京
か
ら
鳳
来
寺
山
周
辺

の
地
質
調
査
に
訪
れ
た
東
京
帝
国
大
学
、
石

川
成
章
教
授
を
案
内
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
地
質
学
に
興
味
を
持
ち
ま
す
。
23
歳
で
意

を
決
し
、
教
師
の
職
を
辞
し
て
上
京
。
地
質

学
の
権
威
、
東
京
高
等
師
範
学
校
（
後
の
東

京
教
育
大
学
）
佐
藤
伝
蔵
教
授
の
助
手
に
な

り
、
地
質
学
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。

　
岩
石
学
、
鉱
物
学
な
ど
の
研
究
に
打
ち
込

む
一
方
、
佐
藤
伝
蔵
教
授
の
片
腕
と
な
っ
て
、

日
本
全
国
を
巡
り
歩
き
、
理
科
教
科
書
の
編

集
に
も
携
わ
り
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
体
調
を
崩
し
惜
し
く
も

下
京
。
後
に
愛
知
県
庁
な
ど
に
勤
務
し
な
が

ら
、
大
学
で
の
地
質
調
査
の
経
験
を
生
か
し

独
自
に
愛
知
県
の
地
質
調
査
を
す
す
め
、「
愛

知
県
の
地
質
」
を
刊
行
。
新
城
を
含
む
愛
知

県
北
東
部
の
変
化
に
富
ん
だ
地
質
を
日
本
全

国
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
昭
和
11
年
没
（
享
年
60
歳
）

　
明
治
36
年
生
ま
れ
の
明
十
さ
ん
の
息
子
、

柿
原
喜
多
朗
さ
ん
は
、
教
育
者
と
し
て
明
十

さ
ん
の
地
質
学
の
知
識
を
、
こ
の
地
方
に
住

む
多
く
の
若
い
学
生
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
晩
年
は
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物

館
の
設
立
に
奔
走
し
、
父
子
二
代
で
採
集
し

た
鉱
物
標
本
な
ど
、
貴
重
な
資
料
を
同
博
物

館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
没
（
享
年
79
歳
）

柿
原
明
十
さ
ん

柿
原
喜
多
朗
さ
ん
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ん

か

ほ

う

じ

さ

と

う

で

ん

ぞ

う

い

し

か

わ

な

り

あ

き

は

ば

う

ま

の

せ

い

わ

か

さ

い

り
ゆ
う

か
が
み
い
わ

ち

い

　わ

　き
よ
う

き

ぬ

う

ん

も

あ
ん
ざ
ん
が
ん

し
ょ
う
し
が
ん

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
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4
月
1
日
か
ら
、
市
政
番
組
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
6
人
で
お
届
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
2
月
の
放
送
分
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
か
わ
り
ま
す
。
作
手
総
合
支
所
の
加
藤
主

任
に
か
わ
り
、
鳳
来
総
合
支
所
の
瀬
野
尾
主
任
と
作
手
総
合
支
所
の
菅
沼
主
事
の
2
人

が
加
わ
り
、
7
人
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
で
市
政
番
組
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
市
内
の
ニ
ュ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
学
校
紹
介
な
ど
を
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
� 
 
 

1
月
28
日
〜
2
月
4
日

2
月
4
日
〜
11
日

2
月
11
日
〜
18
日

2
月
18
日
〜
25
日

2
月
25
日
〜
3
月
4
日

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

第
33
回
新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会

黒
沢
田
楽

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

「
冬
の
自
然
探
検
」

し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り

毎
日
5
回
、15
分
間
放
送

①
午
前
8
時
　②
午
後
1
時
　③
午
後
4
時
　④
午
後
7
時
　⑤
午
後
11
時
（
番
組
の
内
容
は
、毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
に
入
れ
替
え
、1
週
間
ご
と
に
更
新
）
　

※（アナログ放送6ch・デジタル放送12ch）チャンネル調整など詳しくは、
　ティーズチャンネルをご覧いただくか、〔ティーズ〕新城事務所
　☎24-3677へお問い合わせください。

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題
な
ど
、皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
を
、「
“ホ
ッ
”と
情
報
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
時
間
は
、写
真
･
ビ

デ
オ
な
ど
の
映
像
を
取
り
入
れ
、2
分
以
内
で
す
。
撮
影
は
、2
月
19
日

（木）
に
、文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、2
月
6
日

（金）

ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
に
、メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鳳
来
東
小
学
校
　2
週
目

鳳
来
東
小
学
校
　3
週
目

鳳
来
東
小
学
校
　4
週
目

東
陽
小
学
校
　1
週
目

東
陽
小
学
校
　2
週
目

新
東
名
の
現
状

確
定
申
告
・
市
県
民
税
の
申
告

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
現
状

し
ん
し
ろ
森
の
学
校

麻
し
ん
・
風
し
ん
・
混
合
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種

作手総合支所
地域振興課　加藤主任

ありがとう
　ございました

よろしくお願いします

鳳来総合支所
地域振興課　瀬野尾主任

作手総合支所
地域振興課　菅沼主事

　
こ
の
番
組
で
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
カ
メ
ラ
の
前
で
話
し
た
こ

と
と
、
一
度
は
や
っ
て
み
た
か
っ
た
、
カ
メ
ラ

マ
ン
に
挑
戦
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
短
い
間
で
し
た
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
か
ら
斬
新

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
で
、
楽
し
い
番

組
を
作
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
、
ど
ん
ど
ん
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
よ

う
な
、
親
し
み
や
す
い
番
組
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
７
６
２
3
�
23
‐
７
2
9
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

市
政
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
亀
姫
」

あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）

ほ
の
か
だ
よ
り
（
4
分
）

つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）

放

　

送

　

日

地域に密着した番組です。
身近な人が登場します。お楽しみに!

※都合により番組内容を変更する場合があります。

※市政番組「いいじゃん新城」は、インターネッ

　トでの配信は行っておりません。�   

※「いいじゃん新城」をご覧いただくには、ケー

　ブルテレビへの加入が必要です。身近な話題を

　お届けしていますので、皆さんぜひご加入くだ

　さい。�   

■本
●問

●em

き
　
ば
つ

ざ
ん
し
ん

せ
　

の
　
お
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今
後
10
年
間
の
中
心
市
街
地
活
性

化
の
取
組
方
針
を
定
め
る
「
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
案
）
」
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
制
度
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　

　
２
月
２
日

（月）
〜
３
月
２
日

（月）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、
①
か

　
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
庁
都
市
計
画
課
に
持
参
す
る
。

　
※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

　
　
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分

　
　
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

②
郵
送
す
る
。

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所

都
市
計
画
課

あ
て

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
�
23
‐
７
０
４
７

④
E
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　tosh
i-m

ach
i@

cjty
.sh

in
sh

iro. lg
.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間
　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所

　
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
都
市
計
画
課
（
仮
庁
舎
）

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

　
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
30
分
ま
で

「
新
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画（
案
）」
説
明
会

　
　
都
市
計
画
課
　
☎
23
‐
７
６
４
０

　
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　
（
案
）
」
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

　
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
２
日

（月）

　
　
　
午
後
７
時

会
場
　
市
民
体
育
館

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ

く
「
新
城
市
第
2
期
障
害
福
祉
計
画

（
案
）
」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間

　
１
月
22
日

（木）
〜
２
月
20
日

（金）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、
①
か

　
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
本
庁
福
祉
課
に
持
参
す
る
。

　
　
※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

　
　
　
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分

　
　
　
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

　
②
郵
送
す
る
。

　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
　
（
住
所
不
要
）

　
　
新
城
市
役
所

福
祉
課

あ
て

　
③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
　
�
23
‐
２
０
０
２

　
④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　
　fu

k
u
sh

i@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間
　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所

　
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
本
庁
福
祉
課
、
鳳
来
・
作
手
各

　
　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

　
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
30
分
ま
で

都
市
計
画
課
　
☎
23
‐
7
6
4
0

福
祉
課
　
☎
23
‐
7
6
2
4

●問
■本

●問
■本

●問
■本
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申
告
期
限
は
3
月
16
日
(月)
ま
で
で
す

■本
●問

■鳳■作

税
務
課
　
　
　
☎
23
‐
7
6
1
5

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
1

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

2 月 1 6 日 ( 月 )

2 月 1 7 日 ( 火 )

2 月 1 8 日 ( 水 )

2 月 1 9 日 ( 木 )

2 月 2 0 日 ( 金 )

2 月 2 3 日 ( 月 )

2 月 2 4 日 ( 火 )

2 月 2 5 日 ( 水 )

全地区

鳳来地区

作手地区

月　　　　日　               受 付 時 間�  会　　　　場�               地　　　　　区

月　　　　日　               受 付 時 間�  会　　　　場�               地　　　　　区

※地区の該当日にご都合の悪い人は、他の会場での受け付けも可能です。
※毎年申告期間の前半や午前中は、大変混み合っています。
※相談会場の開場は、午前8時30分です。

市の申告相談の会場と日程 （出張申告相談は廃止となりました）

【
申
告
に
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
　
②
申
告
書
　
③
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
な
ど
の

　
保
険
料
）
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
医
療
費
な
ど

　
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

④
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
は
源
泉
徴
収
票

⑤
所
得
計
算
に
必
要
な
帳
簿
類
な
ど
（
収
入
の
わ
か
る
も
の
、

　
経
費
の
領
収
書
、
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
な
ど
）

⑥
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
配
偶
者
の

　
収
入
（
所
得
）
の
わ
か
る
も
の

⑦
通
帳
な
ど
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

⑧
電
卓
お
よ
び
筆
記
用
具

【
申
告
が
必
要
な
人
】

1
月
1
日
現
在
、
新
城
市
に
住
所
を
有
す
る
人
で

�
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

�
地
代
や
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人

�
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

�
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
各

　
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

2月26日(木)～3月16日（月）
(土・日は除く)

2月16日(月)～3月16日（月）
(土・日は除く)

午前9時
　　～午後4時

（
平
成
20
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
状
況
）

作手総合支所1階
（第4会議室）

作手総合支所1階
（第4会議室）

作手総合支所1階（第4会議室）

菅守小学校区・開成小学校区

2月16日(月）

2月17日(火）

2月18日(水）

2月19日(木）

2月20日(金）

�税理士による無料税務相談受付

月　　　　日　               場　　　　　所

鳳来開発センター1階
（生活改善実習室）

新城税務署

新城税務署

鳳来開発センター1階
（生活改善実習室）

鳳来地区

月　　　　日　               受 付 時 間�  会　　　　場�               地　　　　　区

午前9時
　　～午後4時

全 地 区

巴小学校区・協和小学校区

作手地区

午前9時～
　　　午後4時

午前9時～
　　　午後4時

午前9時～午後4時

市民体育館1階
（第1・第2会議室）

【対象となる人】�

①前年分の所得金額（青色申告特典控除前または事業専従者

　控除前）が300万円以下の人�

②①の人で、消費税の課税事業者である場合には、本年分の

　基準期間の課税売上高が3,000万円以下の人�

③給与所得者および年金受給者（ただし、所得金額が高額な

　人、相談内容が複雑な人は除く）の人�

相談時間：午前9時30分～午後4時（ただし、正午から午後1時まで休憩します）

2
月
16
日

（月）
〜
3
月
16
日

（月）

　
確
定
申
告
は
税
務
署
へ
�

※
税
務
署
は
、確
定
申
告
の
受
付
を
土
・
日
曜
日
を

　
除
い
て
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
新
城
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
2
1
4
1

※
確
定
申
告
書
は
、国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

　
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
も
作
成
で
き

　
ま
す
。
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お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対

象
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
確
定
申

告
の
と
き
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に

は
、
領
収
書
に
加
え
、
医
師
の
発
行

し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
を
提

示
ま
た
は
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
２
年
目
以
降
（
初
年
の
申
告
が

必
要
）
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
、

お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
え
、
市
が

確
認
し
た
書
面
（
申
請
が
必
要
）
で

控
除
が
で
き
ま
す
。

介
護
高
齢
課
に
お
け
る
確
認
な
ど

1
お
む
つ
使
用
の
対
象
者
は
①
か
ら

　
③
の
全
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
①
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定

　
　
を
受
け
た
人

　
②
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
人

　
③
尿
失
禁
発
生
の
可
能
性
が
あ
る

　
　
人

２
確
認
方
法
は
、
要
介
護
認
定
業
務

　
で
使
用
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書

　
（
該
当
年
・
平
成
20
年
中
に
作
成

　
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）
の
内
容
確

　
認
に
よ
り
行
い
ま
す
。

３
手
数
料
と
し
て
200
円
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
本
庁
介
護
高
齢
課
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
所
得
税

法
施
行
令
と
地
方
税
法
施
行
令
の
規

定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
の
ほ
か
、

身
体
障
害
者
に
準
ず
る
人
な
ど
と
し

て
、
市
長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

が
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
さ
れ
ま

す
。
障
害
者
控
除
の
認
定
を
受
け
る

に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
市
の
要
介
護
認
定
で
、
要
介
護
１

以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
一

定
の
条
件
を
満
た
す
人
は
、
該
当
し

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
本
庁
介
護

高
齢
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

介
護
高
齢
課
　
☎
23
‐
7
6
8
8

■本
●問

■本●問

介
護
高
齢
課
　
☎
23
‐
7
6
8
8

■本
●問

ご自宅のパソコンから申告などの手続ができます。

※所得税額の最高5,000円の控除は、平成20年分申告が
　最後です。すでに控除を受けた人は受けられません。

公的個人認証サービスについて、詳しくはコチラへ。詳しくは、e-Taxホームページをご覧ください。

国税庁HPから
電子申告

最高5,000円の
税額控除

添付書類を
提出省略

還付金が
スピーディー

「e-Tax」を利用して
所得税の申告をすると

公的個人イータックス で 検索

をご利用ください。 住民基本台帳カードおよび
電子証明書の取得はお早めに!

e-Taxを利用するためには、原則「電子証
明書」が必要になります。
　個人向けの電子証明書は、地方公共団体に
よる 「公的個人認証サービス」 にて発行され
ており、住民票のある市区町村の窓口で住民
基本台帳カード（住基カード）を入手し、申請書
などを提出して発行を受けてください（発行
手数料として、住基カードは500円、電子証明
書は500円が必要です）。
　　市民課　☎23-7628

http://www.e-tax.nta.go.jp http://www.jpki.go.jp/

検索

①

②

③

④
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市
文
化
協
会
書
道
部

鳳
来
支
部
板
敷
ク
ラ
ブ
作
品
展

　
鳳
来
地
区
の
書
道
愛
好
家
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
2
月
1
日

（日）
〜
28
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
28
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜

　
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
来
館
2
月
の
展
示

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

設
楽
原
講
座
　
第
6
回

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

　
２
月
７
日

（土）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
新
城
町
御
触
書
留
帳
の
解
読

　
新
城
古
文
書
の
会
「
御
触
書
留

　
帳
」
解
読

　
編
集
者
　
中
尾

信
義
さ
ん

　
35
人

　
無
料

「
冬
の
自
然
探
検
」

　
ふ
だ
ん
人
が
歩
か
な
い
鳳
来
寺

山
の
秘
境
を
探
検
し
ま
す
。
最
後

は
豚
汁
で
温
ま
り
ま
す
。

　
２
月
８
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
鳳
来
寺
山

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
お

　
椀
と
箸

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装
（
帽

　
子
、
手
袋
、
防
寒
着
な
ど
）

　
博
物
館
学
術
委
員
（
総
務
分
野
）

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

●問

　
民
俗
芸
能
の
後
継
者
育
成
の
た

め
の
活
動
事
例
を
紹
介
し
、
郷
土

芸
能
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
す
。

　
２
月
21
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
「
民
俗
芸
能
の
後
継
者
育
成
」

　
（
仮
題
）

　
練
馬
区
民
俗
芸
能
協
議
会

　
副
会
長
　
中
村

理
行
さ
ん

　
無
料

　
108
人
（
先
着
順
）

　
ラ
ジ
オ
と
舞
台
を
ド
ッ
キ
ン
グ

し
た
新
し
い
舞
台
で
す
。
人
形
と

語
り
聞
か
せ
の
面
白
さ
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
演
目
は
、
時
代
横

町
の
人
気
作
品
か
ら
「
宵
ご
し
の
」

「
地
獄
八
景
だ
ぎ
ゃ
」
の
二
本
立

て
で
す
。

　
２
月
27
日

（金）

　
午
後
６
時
30
分
開
演

　
新
城
文
化
会
館

　
全
自
由
席

　
一
般
　
２,
０
０
０
円

　
（
当
日
２,
５
０
０
円
。
前
売
券

　
が
完
売
の
場
合
、
当
日
券
は
あ

　
り
ま
せ
ん
）

　
新
城
文
化
会
館
ほ
か
チ
ケ
ッ
ト

　
取
扱
所
で
発
売
中

シ
ニ
ア
劇
場
「
見
る
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」

「
時
代
横
町
」（
ひ
と
組
公
演
）

民
俗
芸
能
の
後
継
者
育
成
講
演
会

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

【
に
こ
に
こ
】

　
第
９
回
　
２
月
23
日

（月）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
消
防
士
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と

　
き
役
に
立
つ
乳
幼
児
の
救
急
法

　
を
学
び
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
無
料

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　ス
ポ
ー
ツ
課
あ
て

　
３
月
３
日

（火）

　
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
な
ら
ど

　
な
た
で
も

　
参
加
希
望
の
方
は
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
は
が
き
、
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
、
２
月
６
日

（金）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
18
回

鳳
来
地
区
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

�
23
‐
8
3
8
8

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

い
た

じ
き

●定●持●講 ●￥●内

●内

●集●講

●講

●定

●定

●￥

●￥

●￥

●他

●他

●時

●時

●時

●時●所

●所

●所

●所●時●所

●問
■鳳

み

に

こ

ん

か

ん

●問
■本

●問
■本

●問
■本

●em ●問

お

ふ

れ

が
き
と
め
ち
ょ
う

り

こ

う

●対●￥ ●内●他 ●時

●時

●所

●対

●問
■本
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栄町 町並 中町

〒 N
富永神社

幽
玄
川 ま

ち
な
み

情
報
セ
ン
タ
ー

新城駅

P

サクラ座・和音

平
成
21
年
度
県
立
高
等
技
術

専
門
校
普
通
職
業
訓
練
生

（
短
期
過
程
）
募
集

春
を
感
じ
る
食
材
を
使
っ
て
、
楽
し
く

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
参
加
者
募
集

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

い
け
れ
ど
、
ど
こ
の
だ
れ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」、「
地

域
で
活
動
し
て
い
る
け
れ
ど
、
活

動
分
野
の
異
な
る
人
に
も
協
力
を

得
た
い
」
な
ど
、
こ
の
交
流
会
を

通
じ
て
あ
な
た
の
悩
み
解
決
の
糸

口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
ち
ょ
っ
と
顔
を
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
２
月
14
日

（土）
　
午
後
１
時
30
分

　
〜
４
時
30
分
（
予
定
）

　
新
城
駅
前
（
サ
ク
ラ
座
・
和
音
、

　
山
湊
「
山
の
工
房
」
）

　
（
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ

　
い
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
・
市
民
活
動
や
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人
、

　
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
興

　
味
が
あ
る
人

　
500
円

　
・
市
民
活
動
団
体
Ｐ
Ｒ

　
・
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム

　
・
フ
リ
ー
タ
イ
ム

主
催

　
し
ん
し
ろ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

募
集
要
領

　
〔
訓
練
科
名
〕

　
金
属
加
工
科
、
住
宅
デ
ザ
イ
ン

　
科
、
木
材
工
芸
科
、
造
園
科
　

期
間
　
６
月
（
造
園
科
の
み
１
年
）

募
集
期
間

　
〔
４
月
入
校
生
〕
　

　
１
月
８
日

（木）
〜
２
月
20
日

（金）

　
〔
10
月
入
校
生
〕
　

　
７
月
22
日

（水）
〜
８
月
31
日

（月）

応
募
資
格

　
転
職
な
ど
を
お
考
え
の
人
で
、

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
中
学
校
卒

　
業
以
上
（
３
月
卒
業
見
込
み
を

　
含
み
ま
す
）
ま
た
こ
れ
と
同
等

　
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

申
込
方
法

　
入
校
願
書
を
直
接
持
参
す
る
か
、

　
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業

　
安
定
所
を
経
由
し
て
申
し
込
み

　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
２
月
21
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
市
青
年
の
家

　
手
作
り
パ
ス
タ
、
ス
ー
プ
、
イ

　
チ
ゴ
大
福
、
そ
の
他
旬
の
料
理

　
１

,
５
０
０
円
（
１
組
分
の
保

　
険
料
を
含
み
ま
す
）

　
親
子
16
組
32
人
（
１
組
２
人
、

　
子
ど
も
は
小
学
生
以
上
、
定
員

　
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

　
２
月
13
日

（金）

※
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
（
保

　
険
加
入
の
た
め
、
住
所
、
氏
名

　
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

●問
●申

市
民
活
動
交
流
会

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

会場案内図

東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33
‐
４

☎
０
５
3
3
‐
93
‐
2
0
1
8

農
業
振
興
課

☎
23
‐
7
6
3
2

�
23
‐
7
0
4
7

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

①
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思

　
わ
れ
る
商
品
、
不
当
な
表
示
、

　
悪
質
商
法
、
生
活
必
需
品
の

　
価
格
動
向
な
ど
の
観
察
・
通
報

②
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年

　
５
回
程
度
）

③
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・

　
価
格
調
査
（
必
要
な
場
合
の
み
）

④
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・

　
要
望
の
提
出

⑤
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費

　
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供

⑥
研
修
会
へ
の
出
席

　
（
年
１
回
の
予
定
）

応
募
資
格

　
20
歳
以
上
の
人
（
公
務
員
、

　
公
職
者
は
除
く
）

任
期

　
４
月
の
依
頼
日
〜
平
成
22
年

　
３
月
31
日

謝
礼

　
年
額
７,
0
0
0
円
（
予
定
）

募
集
期
間
　

　
１
月
26
日

（月）
〜
２
月
20
日

（金）

応
募
方
法

　
新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、

　
市
商
工
課
で
配
布
す
る
所
定

　
の
応
募
用
紙
（
１
月
26
日
配
布

　
開
始
予
定
）
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
県
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.aich
i.jp

/k
en

m
i

n
/sh

oh
iseik

atsu
/m

on
itor/

新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

☎
23
‐
8
7
0
0

商
工
課
　
☎
23
‐
7
6
3
4

●持 ●講●〆

●￥

●￥

●所

●所

●時

●時

●対

●定

●内

●内

●問
●申

●問

■本 ●問
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２
月
18
日

（水）
か
ら
開
催
さ
れ

る
「
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
」
会

場
に
は
、
（
文
化
会
館
内
）
毎
年

小
学
生
の
皆
さ
ん
の
習
字
と
か
わ

い
い
笑
顔
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
は
大

変
好
評
で
す
。

　
平
成
20
年
度
展
示
用
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

こ
ど
も
の
書
道
（
一
人
1
点
）

（
課
題
）

　
小
１
・
２
年
「
と
も
」
「
ひ
な
」

　
小
３
・
４
年
「
し
ん
し
ろ
」
「
か

　
め
ひ
め
」
「
の
ぶ
ま
さ
」

　
小
５
・
６
年
「
ひ
な
手
形
」
「
節

　
句
ま
つ
り
」
「
亀
姫
信
昌
」

　
い
ず
れ
も
、
半
紙
に
縦
書
き
し

　
て
く
だ
さ
い
。

ち
び
っ
こ
笑
顔
ス
ナ
ッ
プ

　
（
四
つ
切
サ
イ
ズ
カ
ラ
ー
プ
リ

　
ン
ト
、
一
人
1
点
）
　

募
集
期
間

　
１
月
15
日

（木）
〜
２
月
13
日

（金）

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　

　
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会
（
鳥
原
児
童
館
内
）
森
野

　
ま
で

　
☎
23
‐
７
０
０
１

　
（
月
・
祝
日
・
午
後
５
時
以
降

　
は
除
く
）

　
工
夫
次
第
で
料
理
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。

　
２
月
21
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

　
調
理
師
　
浅
田

利
彦
さ
ん

　
男
性
15
人
（
先
着
順
）

　
材
料
費
　
600
円
程
度

　
２
月
16
日

（月）
ま
で

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ツ
ク
ス
で
、

じ
ょ
う
ほ
う
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
ま
か
な
い
料
理
と
は
、
厨
房
の

　
料
理
人
が
自
分
た
ち
の
た
め
に

　
余
っ
た
食
材
で
短
時
間
で
つ
く

　
る
料
理
の
こ
と
で
す
。

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

第
2
回
　男
性
の
料
理
教
室

「
子
ど
も
の
書
道
」・「
ち
び
っ

こ
笑
顔
ス
ナ
ッ
プ
」
大
募
集
！

し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
実
行

委
員
会

☎
23
‐
7
0
0
1

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、
電
源
の

入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文

書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
て
い

ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
2
月
21
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
（
キ
ー
ボ
ー

　
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い
方
な

　
ど
）

申
込
期
間
　

　
1
月
27
日

（火）
〜
2
月
12
日

（木）

申
込
方
法

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
（
2
月
分
）

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

-2
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
児
童
手
当
（
10
〜
１
月
分
）
を

２
月
５
日

（木）
に
振
り
込
み
ま
す
。

受
給
者
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

※
出
産
、
転
居
、
転
職
な
ど
の
際

　
は
、
児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　
手
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届

　
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
振
り
込
み

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本■鳳■作

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
を
（

11
〜
１
月
分
）
２
月
10
日

（火）
に
振

り
込
み
ま
す
。
受
給
者
は
金
融
機

関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
す

　
み
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
振
り
込
み

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本■鳳■作

●所 ●時●￥ ●内●講●定●〆

●問

●em●em
●問
●申

●￥ ●所 ●時●定

●問
●申

あ

さ

だ

　

と

し

ひ

こ
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（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（祝）

 
現
在
各
小
中
学
校
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
学
習
・
行
事
な
ど
が
、

見
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ア
ク
セ
ス
）

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
←

公
共
施
設

　
　
←

小
学
校
・
中
学
校

　
　
←
　
　

〔
市
内
の
小
学
校
一
覧
〕

〔
市
内
の
中
学
校
一
覧
〕

　
　
←

各
学
校
へ
リ
ン
ク

　
「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の
受
付

が
平
成
21
年
３
月
31
日
で
終
了
し

ま
す
の
で
、
未
請
求
の
人
は
、
早

急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
、
戦
後

強
制
抑
留
者
の
「
ご
本
人
」
に
、

「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
）
。
「
引
揚
者
」
は
、

終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以

上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引

き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象

で
す
。

　
申
請
、
資
格
要
件
な
ど
の
質
問

は
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
か
ら

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

学
校
教
育
課

☎
23
‐
7
6
5
2

「
特
別
慰
労
品
」
の
請
求
を

さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ま
へ

特
別
館
内
整
理
に
と
も
な
う
休
館

に
つ
い
て

　
２
月
25
日

（水）
か
ら
３
月
６
日

（金）

ま
で
の
間
、
特
別
館
内
整
理
（
蔵

書
の
点
検
・
整
理
な
ど
）
を
行
い

ま
す
。
期
間
中
は
休
館
と
な
り
ま

す
の
で
、
本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
（
図
書
館
・
鳳
来
総
合
支
所
・

作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
デ
オ
資
料
は
、

　
傷
み
ま
す
の
で
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　
の
利
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

特
別
貸
出
に
つ
い
て

　
２
月
11
日

（水）
か
ら
２
月
24
日

（火）

ま
で
の
間
を
、
特
別
貸
出
期
間
と

し
ま
す
。
期
間
中
は
１
人
10
冊
、

４
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
装
丁
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
、
外
観
に
凝
っ
た
美
し
い
本
を

特
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

「
深
泥
丘
奇
談
」
　
綾
辻
行
人
著

　
な
ん
と
表
紙
の
表
裏
が
逆
に
な

り
、
美
し
い
絵
が
カ
バ
ー
、
見
返

し
、
と
び
ら
へ
と
絵
巻
の
よ
う
に

続
き
ま
す
。

「
ス
カ
イ
・
ク
ロ
ラ
シ
リ
ー
ズ
」

　
森
博
嗣
著

　
カ
バ
ー
か
ら
と
び
ら
へ
続
く
、

空
の
写
真
と
タ
イ
ト
ル
の
デ
ザ
イ

ン
が
、
非
常
に
美
し
い
本
で
す
。

「
失
わ
れ
る
物
語
」
　
乙
一
著

　
ピ
ア
ノ
の
ス
コ
ア
が
描
か
れ
て

い
る
表
紙
を
、
水
滴
を
表
す
凹
凸

の
あ
る
カ
バ
ー
が
覆
い
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

警
察
署
だ
よ
り

す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
！
ひ
と
り

で
振
り
込
ま
な
い
！

〜
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
〜

振
り
込
め
詐
欺
と
は
　
　
　
　

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

・
架
空
請
求
詐
欺

・
融
資
保
証
金
詐
欺

・
還
付
金
等
詐
欺

　
の
４
つ
の
類
型
の
総
称
で
す
。

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
い
つ
あ
な

た
の
身
近
で
発
生
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

・
振
り
込
む
よ
う
に
電
話
が
あ
っ

　
た
ら
、
振
り
込
む
前
に
必
ず
事

　
実
を
確
認
す
る
か
誰
か
に
相
談

　
す
る
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
根
拠

　
の
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
請
求
は
無

　
視
す
る
。

・
正
規
の
業
者
が
、
融
資
の
前
に

　
保
証
金
な
ど
の
名
目
で
、
お
金

　
を
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
「
お
金
を
振
り
込
ん

　
で
」
と
い
わ
れ
た
ら
、
振
り
込

　
ま
ず
、
詐
欺
を
疑
っ
て
、
す
ぐ

　
相
談
す
る
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

　
号
は
、
他
人
に
教
え
な
い
。
電

　
話
番
号
や
生
年
月
日
を
、
暗
証

　
番
号
に
し
な
い
。（
警
察
や
金

　
融
機
関
関
係
者
が
、
暗
証
番
号

　
を
た
ず
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　
ん
）

　
「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
」
「
ひ

と
り
で
振
り
込
ま
な
い
」
を
合
こ

と
ば
に
お
互
い
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
　

新
城
警
察
署

☎
22
‐
0
1
1
0

独
立
行
政
法
人
　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

☎
0
1
2
0
‐
234
‐
9
3
3（
無
料
）

（
平
日
　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

み
に
こ
ん
か
ん

り

こ

●内
●申
●問

●HP

●em

●時
●所
●受
●対

●持
●￥

●他

●内
●講
●定

●応
●〆

■本
■鳳

■作

●問
■本

●所
●集

●問
■鳳

■本
●問

●問●HP

み

ど

ろ

が

お

か

き

だ

ん

あ

や
つ

じ

ゆ

き

と

お
つ
い
ち

も

り

ひ

ろ

し

●問

●申
●問
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　市民の意識や関心などを「広報ほのか」

に反映し、読みやすく親しみやすい広報

紙づくりに役立てるため、来年度の広報

モニターを募集します。

広報モニターの主な仕事

　広報ほのか発行号ごとに、所定のアン

　ケート用紙で感想・意見の提出。

応募資格

　市内に１年以上居住する18歳以上の人

　（公務員、公職者は除く）

　広報ほのかに関心を持ち、熱意をもっ

　て取り組める人

任期

　4月の依頼日から平成22年3月31日まで

募集期間

　1月26日（月）～2月27日（金）

応募方法

　住所、氏名、年齢、電話番号、職業を

　記入の上、はがきかファックス、Ｅメ

　ールでお申し込みください。

※電話による受け付けはしていません。

郵送先

　〒４４１‐１３９２（住所不要）

　新城市役所じょうほう課

じょうほう課　☎23‐7623　�23‐7296

�

長
篠
戦
役
設
楽
原
決
戦
場
跡

 
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
で
武

田
の
右
翼
隊
の
一
員
と
し
て
丸

山
激
戦
地
で
戦
死
し
た
真
田
信

綱
・
昌
輝
（
本
年
設
楽
原
歴
史

資
料
館
特
別
展
「
六
文
銭
の
雄
 

真
田
三
兄
弟
」
で
取
り
上
げ
た
）

の
墓
碑
は
、
市
内
の
浅
谷
三
子

山
に
あ
る
。
そ
の
昔
、
決
戦
か

ら
30
年
後
に
戦
跡
を
歩
い
た
金

子
藷
山
は
、
真
田
兄
弟
の
墓
碑

を
訪
れ
た
と
き
の
感
慨
を
著
書

「
戦
場
考
」
の
中
で
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

 
「
設
楽
郡
富
永
庄
浅
木
村
三

子
山
の
最
東
端
の
山
腹
に
、
真

田
一
族
の
墓
所
の
あ
り
け
る
を

訪
づ
れ
た
れ
ば
、
果
し
て
上
手

の
段
に
土
饅
頭
へ
荊
棘
の
纏
り

も
せ
で
掃
き
清
め
て
、
小
さ
き

川
石
に
『
真
田
源
太
左
エ
門
尉

信
綱
之
墓
』
と
刻
し
、
尚
一
つ

石
に
は
『
真
田
兵
部
丞
昌
輝
之

墓
』
と
彫
り
付
て
あ
れ
ば
（
中

略
）
読
み
下
す
だ
に
涙
の
た
ね

に
ぞ
あ
り
け
る
」

　
現
在
の
墓
碑
は
、
大
正
3
年
、

長
篠
古
戦
場
顕
彰
会
が
建
立
し

た
も
の
で
、
三
角
柱
の
石
に
向

か
っ
て
右
に
信
綱
、
左
に
昌
輝

の
名
が
刻
ん
で
あ
る
。

　
墓
碑
の
維
持
管
理
は
、
市
内

八
束
穂
の
皆
さ
ん
に
よ
り
清
掃

作
業
が
行
わ
れ
、
正
月
、
盆
、

春
と
秋
の
彼
岸
に
は
花
が
供
え

ら
れ
香
華
が
手
向
け
ら
れ
て
い

る
。

　
特
別
展
期
間
中
に
長
野
県
上

田
市
真
田
町
の
信
綱
寺
住
職
さ

ん
、
檀
家
総
代
の
皆
さ
ん
20
人

が
、
墓
碑
・
信
玄
塚
な
ど
を
お

参
り
さ
れ
帰
郷
。
皆
さ
ん
の
ご

好
意
を
感
謝
し
な
が
ら
…
。

　
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
で
徳

川
家
康
を
震
え
上
が
ら
せ
る
戦

闘
を
繰
り
広
げ
た
真
田
幸
村
は

信
綱
・
昌
輝
の
甥
に
あ
た
る
。

設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
☎
22
‐
0
6
7
3

●問

�
市
指
定
文
化
財
・
史
跡

真
田
信
綱
・
昌
輝
の
墓
碑

　
市
と
市
土
地
開
発
公
社
は
、

現
在
保
有
し
て
い
る
土
地
を
売

却
し
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
所
有
地

　
用
地
課
に
２
月
27
日

（金）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
申
込
期
限

後
は
随
時
売
却
し
ま
す
。

用
地
課
　☎
23
‐
7
6
4
1

財
政
課
　☎
23
‐
7
6
1
6

1

2

3

字的場58-2

川田字本宮道1-211

川田字本宮道8-20
同所　8-7

近隣商業地域
80/200

第一種住居地域
60/200

工業地域
60/200

新城駅まで250ｍ
新城小学校区

東上駅まで1.0km
千郷小学校区

東上駅まで2.5km
千郷小学校区

17,955,000

12,694,000

64,074,000

220.00

228.80

1,579.00

土地の所在地
用 地 区 域

（建ぺい率/容積率）
面積（�） 価格（円） 最寄り駅・学区

市
保
有
地

　
用
地
課
ま
た
は
財
政
課
で
、

　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

①
平
井
字
中
田
地
内
（
Ｊ
Ｒ
東

　
新
町
駅
道
路
を
挟
ん
だ
西
隣
）

　
坪
単
価
26
万
700
円
〜
28
万
８

　
千
750
円

　
宅
地
４
区
画
　

②
字
裏
野
地
内
（
新
城
税
務
署

　
北
）

　
坪
単
価
39
万
円
〜
40
万
６
千

　
円

　
宅
地
５
区
画

　
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、
用
地

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

joho@city.shinshiro.lg.jp●em

●問 ●申

な

が

し

の

せ

ん

え

き

し

た

ら

が

は

ら

け

っ

せ

ん

じ

ょ

う

あ

と

さ

な

だ

の
ぶ
つ
な
　

ま
さ
て
る

み

　
こ

こ

し

ょ

ざ

ん

の

ぶ

つ

な

の

は

か

さ
な

だ

ひ
ょ
う
ぶ
の
じ
ょ
う
ま
さ
て
る
の

は

か

た

　

む

こ

う

げ

さ
な
　
だ
　
げ

ん

た

ざ

え

も
ん
の
じ
ょ
う

さ
な
　
だ
　
ゆ
き

む

ら

さ

な

だ

ま

ち

　

　
し

ん

こ

う

じ

か

ね

お

い

い

ば

ら

ま
と
ま

や

ま

■本
●問
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消
防
総
務
課
　
☎
22
‐
4
8
0
2

　
消
防
団
は
、
「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護

の
精
神
に
基
づ
き
、
住
民
有
志
に

よ
り
組
織
さ
れ
、
身
分
は
非
常
勤

公
務
員
と
い
う
消
防
機
関
で
す
。

日
ご
ろ
は
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
職

業
に
従
事
し
な
が
ら
、
平
常
時
に

は
訓
練
や
予
防
活
動
な
ど
を
行
い
、

い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
い

ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
災
害

防
御
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
火
災
の
消
火
活
動
を
始
め
、
特

に
、
地
震
・
風
水
害
な
ど
の
大
規

模
災
害
や
林
野
火
災
時
に
は
、
大

勢
の
消
防
団
員
が
出
動
し
、
災
害

の
拡
大
防
止
と
被
害
の
軽
減
に
活

躍
し
、
地
域
住
民
の
期
待
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
消
防
団
員
の

確
保
が
難
し
く
、
年
々
団
員
数
が

減
少
し
て
お
り
、
地
域
の
安
全
安

心
の
観
点
か
ら
も
大
変
憂
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
防
災
力
の
低
下

を
防
ぐ
た
め
、
平
成
21
年
４
月
か

ら
市
消
防
団
に
、
火
災
な
ど
災
害

時
の
み
出
動
し
て
活
動
す
る
「
地

域
支
援
団
員
」
を
新
た
に
導
入
し
、

不
足
し
て
い
る
地
域
で
の
団
員
数

の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
支
援
団
員
・
基
本
団
員
と

し
て
入
団
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
地

元
消
防
団
ま
た
は
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
入
団
条
件
】

「
地
域
支
援
団
員
」

（
基
本
的
に
災
害
時
の
み
出
動
し

て
活
動
す
る
）

・
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
者

・
年
齢
が
39
歳
に
達
し
た
日
の
属

　
す
る
年
度
の
末
日
を
経
過
し
た

　
者

・
消
防
職
団
員
と
し
て
５
年
以
上

　
の
経
験
が
あ
る
者

・
そ
の
他
消
防
団
長
が
認
め
る
者

「
基
本
団
員
」

（
火
災
を
は
じ
め
災
害
、
訓
練
・

大
会
な
ど
全
て
の
消
防
団
事
務
に

従
事
す
る
）

・
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

　
者

・
年
齢
が
、
18
歳
に
達
し
た
日
の

　
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
初
日
か

　
ら
、
39
歳
に
達
し
た
日
の
属
す

　
る
年
度
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る

　
者

【
待
遇
】

「
地
域
支
援
団
員
・
基
本
団
員
」

・
報
酬
（
条
例
で
定
め
る
金
額
）

・
退
職
報
償
金
（
条
例
で
定
め
る

　
金
額
）

・
公
務
災
害
補
償

「
目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
」

あ
な
た
は
、
ど
う
し
ま
す
か
？

何
も
し
な
け
れ
ば
助
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
時
に
、
あ
わ
て
て

何
も
で
き
ず
に
後
悔
し
な
い
た
め

に
も
、
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
勇
気
の
一
歩
が
「
命
」

を
救
い
ま
す
。

　
２
月
８
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午
（
３
時
間
）

　
消
防
署
　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
作
手
総
合
支
所
　
南
側
）
　

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

　
（
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー

　
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
）
大
出
血

　
時
の
止
血
法

　
15
人
程
度

※
中
学
生
以
上
を
対
象
と
し
、
定

　
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

　
り
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
消
防
署
作
手
出
張
所
　

　
☎
３７
‐
２
４
６
６

国
際
交
流
協
会

☎
23
‐
7
7
8
3

　
市
の
友
好
都
市
ス
イ
ス
・
ヌ

シ
ャ
テ
ル
市
か
ら
キ
サ
ヴ
ィ
エ
・

グ
レ
ー
フ
さ
ん
（
25
歳
）
が
、
来

日
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
に
日
本
を
訪

れ
て
以
来
、
日
本
文
化
に
興
味

を
持
っ
た
彼
は
、
現
在
、
市
内

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

市
民
と
の
交
流
を
通
し
て
日
本

文
化
や
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
や
小
学
校
を
訪

問
し
、
ス
イ
ス
文
化
の
紹
介
や
、

英
語
で
の
交
流
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
ち
で
キ
サ
ヴ
ィ
エ
さ
ん
を

見
か
け
た
ら
、
日
本
語
で
声
を

か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

キサヴィエ・グレーフさん

ゆ

う

り

ょ

●問

●問 ●定 ●内 ●所 ●時

●問


